
「官民投資ロードマップ」における「PDCA メカニズム」の具体的な進め方 

 

 

１．PDCA メカニズムの基本的な考え方 

「官民投資ロードマップ」は、絵に描いた餅に終わらせないための更な

る改善を前提とし、誰が、何を、いつまでにといった 5W1H を念頭に置い

た上で、複数年にわたる施策の具体化と施策の実行状況や技術の開発
動向等を踏まえたブラッシュアップや見直しを行う「PDCA メカニズム」を

繰り返していく。 

 

２．PDCA メカニズムの進め方 

＜P（Plan）＞ 

まずは、官民投資ロードマップを策定したが、より効果的なものとなる
よう、年末までの「日本成長戦略実行計画」の策定プロセスや予算編成

プロセス等の中で、真に効果のある施策を作り込み、「P（Plan）」の更なる

精査を図る。 

 

＜D（Do）＞ 

予算事業や税制措置の要求・執行状況、法案提出を含む制度改革等

の取組状況を来年 1月頃に整理。 

 

＜C（Check）＞ 

それ以降、各分野のWG等において、施策の実行状況、技術の開発動

向やグローバル環境の変化、競合相手の動向等の観点から施策の見直

しの要否を検証。 

 

＜A（Action）＞ 

フォローアップ結果を踏まえ、施策のブラッシュアップや官民投資計画
の見直しを行うとともに、その内容を来春の「官民投資ロードマップ」改訂

等に反映する。 

資料２ 

 

 


